
代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

1 0 1 14 0 1 13

1 0 1 1 0 1 0

0 0 0 13 0 0 13

1 0 0 1 0 0 1

（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）
公社等経営評価シート令和7年度

0

令和6年度

0

令和7年度

（計画）
事業運営方針の検討

ホームページによる情報
公開の充実

財務改善

0985-31-2780

（計画)
事務執行体制の適正化
（実績）
公認会計士の活用等を図った。

（計画）
事業収益の拡充
(実績)
「みやざき文学賞」受賞作品集の頒布、株
式の購入による配当金により収入確保を
図った。

県退職者の配置検討

経営・事業
運営改善

事業内容の点検・見直し

（計画）
補助事業を活かした協会
のさらなる活性化

役員数　

設立年月日

内容

①公社等のあり方
見直し

（人）

（計画)
事務執行体制の適正化
（実績）
公認会計士の活用等を図っ
た。

概
　
　
　
要

電話番号

会長　岩切　裕敏

102,800総出資額

設立目的

名　称

昭和55年10月3日

公益財団法人宮崎県芸術文化協会

②
公
社
等
の
経
営
見
直
し

自己収入確保策の検討

特記事項

令和5年度

（計画)
事務執行体制の適正化

（計画）
財務情報の公開
（実績）
内閣府の公益法人インフォ
メーションホームページ上で
財務情報を公開

（計画）
財務情報の公開

左記以外の者

県
関
与
の

（計画）
県退職者の配置

0

非常勤

1

(計画)
補助事業を活かした協会のさらなる活
性化
(実績)
各文化団体の特色ある事業や創造
性・チャレンジ性のある取組を支援す
ることにより、県民の芸術文化活動の
継続や文化に対する意識の高揚を図
ることができた。

（計画）
財務情報の公開
（実績）
内閣府の公益法人インフォメーション
ホームページ上で財務情報を公開

（計画）
県退職者の配置
（実績）
常勤理事（事務局長）に県退
職者を配置した。

職員数

③
県
と
公
社
等
の
関
係
見
直
し

財政支出見
直し

人
的
支
援

（計画）
補助事業を活かした協会の
さらなる活性化
（実績）
前年度同様に、コロナ対策を
徹底しながら実施する取組
や創造性・チャレンジ性のあ
る取組を支援することによ
り、県民の芸術文化活動が
途絶えることなく活発な展開
を図ることができた。

（計画）
事業収益の拡充
(実績)
「みやざき文学賞」受賞作品集
の頒布、株式の購入による配当
金により収入確保を図った。

組織等適正
化

（計画）
県退職者の配置
（実績）
常勤理事（事務局長）に県退職者を配
置した。

https://www.miyazakigeibun.jp/

総合政策部
みやざき文化振興課

0.0%

宮崎県民の芸術文化活動を奨励、援助するとともに、各種芸術文化事業を実施することにより、本県芸術文化の振
興に寄与することを目的とする。

令和6年度

（計画）
事業運営方針の検討
（実績）
評議員会・理事会において検討を行っ
た。

（計画）
事業収益の拡充

改
革
工
程

補助金支出の在り方の検
討

④情報公開推進

人的支援見
直し

基盤強化に向けた組織の
在り方検討

宮崎市旭1丁目2番2号所在地

令和7年度

ホームページ

県所管部・課

（計画）
事業運営方針の検討
（実績）
評議員会・理事会において
検討を行った。

0

今後の基盤強化に向けた
方針の検討

常　勤

（計画）
公益財団法人格の保持
（公益目的事業比率等）

（計画）
公益財団法人格の保持
（公益目的事業比率等）
公益目的事業比率：92.7%

（計画）
公益財団法人格の保持
（公益目的事業比率等）
公益目的事業比率：91.2 %



令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

18,962 28,961 20,431 0 0 0

17,601 17,712 18,029 0 0 0

0 0 0 0 0 0

令和6年度 令和7年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 10,875 11,929 委託料

② 9,573 12,573 補助金

③ 8,456 8,829 補助金

④ 6,050 5,000 委託料

⑤ 3,507 7,530 委託料

令和7年度 令和8年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 3,316.0 66.3% 5,000.0 5,000.0

② 574.0 82.0% 700.0 700.0

③ 172.0 68.8% 250.0 250.0

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

41,477 63,473 44,594 103,702 115,921 117,321

44,617 52,134 45,361 1,269 1,399 1,018

-3,140 11,339 -767 102,433 114,522 116,303

0 0 0 1,175 2,055 4,222

0 0 0 1,175 2,055 4,222

0 0 0 0 0 0

-3,140 11,339 -767 102,527 113,866 113,099

105,667 102,527 113,866 0 0 0

102,527 113,866 113,099 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 102,527 113,866 113,099

0 0 0 102,433 114,522 116,303

102,527 113,866 113,099 0 0 0

（千円） （千円）
財
政
支
出
等

県委託料

みやざき文学賞の実施、加盟団体が行う事業への補助等

その他の県からの支援等

令和6年度
指標名

文化の裾野の拡大または様々な分野との連携に視する活
動に対する支援

県補助金

種別

正味財産

目標値

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

（点）

（人）

（うち特定資産への充当額）

　固定負債

　　　　　　　　  貸借対照表　　  　　　　（千円）

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

県借入金残高

「アーツカウンシルみやざき」の体制充実を図り、文化
団体への助言や相談対応、人材育成研修等を実施する。

県交付金・負担金・
出資金

県職員人件費
（県支給分）

運営費補助

文化のよろず支援事業/文化の担い手育
成・支援事業

県民芸術祭補助事業(R7以降、宮崎県文
化芸術支援事業）

①　芸術文化団体への文化活動・公演に対する助成
②　県民芸術祭
③　みやざき文学賞
④　芸術文化協会賞表彰
⑤　会報誌の発行
⑥　アーツカウンシルみやざきの設置

広げよう文化の輪推進事業

　　経常費用

専門人材を招いたワークショップを実施し、地域の課題
解決に文化を活用するモデル事業を構築・実施する。

　当期経常外増減額

一般正味財産期首残高

みやざき文学賞の応募作品
数

5,000.0

算式（単位）

（件）

資産

　指定正味財産

指定正味財産期首残高

（うち基本財産への充当額）

　一般正味財産

活
動
指
標

の
状
況

財
務
状
況

実
施
事
業

　　　　　　　　　正味財産増減計算書　　　　（千円）

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

　

アーツカウンシル相談件数 250.0

　当期一般正味財産増減額

事業名 事業内容

地域の魅力再発見支援事業

700.0

県民芸術祭の総参加者数

　固定資産

人件費等の事務局経費に対する補助

　当期指定正味財産増減額

　流動負債

指定正味財産期末残高

一般正味財産期末残高

（うち基本財産への充当額）

　当期経常増減額

指標の設定に関する
留意事項

負債　　経常外収益

正味財産期末残高

　　経常外費用

　　経常収益

（うち特定資産への充当額）

　流動資産



令和7年度 令和8年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

46.1 65.9% 70.0 70.0

※ 令和6年度 実績値の算式

10.2 101.7% 10.0 10.0

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

①

令和6年度

　　改革工程は概ね計画どおりであり、アーツ
カウンシルみやざきが精力的に活動し、文化団
体等への助言や活動支援を行っている。
　今後とも県内文化団体の育成、支援を行い、
本県文化活動の一層の活性化に取り組んでい
く。

公社等
自己評価

総
合
評
価

70.0

　
直近の県監査

の状況

指標の設定に関する
留意事項

評価 (Ａ.良好､Ｂほ

ぼ良好､Ｃやや課題あり、
Ｄ課題多い)

算式（単位）
目標値

43,530千円÷42,813千円×100
②

20,920千円÷45,361千円×100

補助金等を除く収入÷経常収益計×
100(%)

自己収入比率 10.0

自主事業費÷経常費用計×100(%)

　

指標名

自主事業費率
財
務
指
標

　活動の目標指数は下回っているが、みやざき文
学賞では９歳から96歳まで幅広い年代の県民から
応募があるなど、活動内容に文化の裾野の拡大を
見ることが出来る。
　財務内容については、自己収入比率の目標値達
成など改善もみられるが、引き続き自己収入の確
保が求められる。
　今後も県民の文化活動の継続や意識の高揚のた
め、積極的、効果的な活動支援の取組が必要であ
る。

目　標
達成度

評価 (Ａ.良好､Ｂほぼ

良好､Ｃやや課題あり、Ｄ
課題多い)

③

県所管部課
二次評価

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


